
―
第
二
十
七
章

―山線廃線の再考と存続―
（中篇）

1

「風力発電を問う」―シリーズ 28

21
、
さ
ら
に
延
伸
40
年
代

に
、
山
線
復
活
の
兆
し

何
と
、
こ
の
3
月
15
日
に
は
、
懸
念

さ
れ
た
新
幹
線
開
通
時
期
が
、
数
年
後

の
40
年
度
に
伸
び
、
そ
れ
も
最
終
確
定

で
は
な
い
と
の
「
有
識
者
会
議
」
で
の

報
告
が
あ
っ
た
。
再
精
査
で
、
さ
ら
に

延
期
の
可
能
性
も
濃
厚
に
。

道
民
も
、
自
治
体
も
不
安
が
隠
せ
な

い
。
道
は「
に
わ
か
に
受
け
入
れ
難
く
、

大
変
遺
憾
で
あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

出
し
た
。
だ
が
、
未
知
な
る
障
害
物
に

怒
っ
て
も
如
何
と
も
し
難
い
。
そ
れ
に

よ
り
、
予
定
さ
れ
て
い
る
駅
周
辺
の
商

業
施
設
の
目
論
見
は
頓
挫
し
て
、
民
間

企
業
の
見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ
た
。

手
を
引
く
業
者
も
多
い
。
15
年
以
上
も

歳
入
が
な
い
ば
か
り
か
、
資
金
投
入
が

枯
渇
し
て
本
業
が
危
う
く
な
る
。

更
に
バ
ス
受
け
入
れ
側
も
、
運
転
手

雇
用
が
益
々
激
減
。こ
れ
も
前
途
多
難
、

暗
澹
と
し
て
先
が
見
え
な
い
。
果
た
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
持
続
も
時

代
激
動
の
中
、
担
保
も
な
く
不
安
は
隠

せ
な
い
。

画像出典：https://rail.hobidas.com/

https://af-info.or.jp/
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再
び
と
、
山
線
復
活
の
案
件
が
浮
上

し
て
来
た
。
廃
線
賛
成
派
も
、
理
論
形

成
も
崩
れ
、
前
言
撤
回
、
白
紙
再
考
を

余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

世
論
が
再
び
「
山
線
復
活
」
に
傾

き
、
流
れ
が
急
速
に
変
わ
っ
て
来
た
の

だ
。22

、
道
民
の
声
々

「
北
海
道
の
大
動
脈
、
線
路
を
こ
れ
以

上
な
く
さ
な
い
政
策
が
大
切
で
す
ね
。

道
民
一
人
当
た
り
年
間
1
0
0
0

円
の
拠
出
で
、
現
在
の
道
内
路
線

は
確
保
で
き
る
試
算
（
約
51
億
円
）

が
あ
り
ま
す
。
民
間
の
提
案
で
す
が
、

そ
う
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
、
J
R

は
、道
は
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

傾
け
る
耳
と
姿
勢
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。」

ｂ
ｙ
：
Y
・
S

「
本
来
、
在
来
線
は
、
そ
の
土
地
に

住
む
方
々
の
生
命
線
で
あ
り
、
物
資

を
運
ぶ
重
要
な
鉄
道
で
す
。
こ
の
意
味

を
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
知
ら
せ
し
た

い
で
す
。

国
の
在
り
方
。
田
舎
を
切
り
捨

て
な
い
政
治
の
在
り
方
等
含
め
、

シ
ェ
ア
拡
散
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」　　

　
　

ｂ
ｙ
：
O
・
N

こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
知
ら
さ
れ

な
か
っ
た
情
報
に
触
れ
、
非
都
市

部
の
人
々
の
多
難
な
状
況
を
知
り
、

続
々
と
「
山
線
復
活
」
賛
同
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

出典：https://www.lrt.co.jp/

23
、
Ｊ
Ｒ
民
営
化
の
時
、

自
民
党
は

1
9
8
7
年
4
月
、
中
曽
根
元
首

相
は
、国
鉄
分
割
民
営
化
を
強
行
し
た
。

そ
の
際
、
国
民
に
約
束
し
た
事
は
、

　
民
営
分
割
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

①
ロ
ー
カ
ル
線
は
な
く
な
ら

な
い
。

②
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
（
寝
台

夜
行
列
車
）
な
ど
長
距
離

列
車
も
な
く
な
ら
な
い
。

③
民
営
化
で
運
賃
も
高
く
な

り
ま
せ
ん
。

と
当
時
、
自
民
党
は
、
安

心
と
理
解
を
国
民
に
促
し

た
。こ

の
３
月
10
日
国
会
で
、

「
地
方
創
生
と
公
共
交
通
機

関
が
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
」
の
質
疑
に
、
森
屋
隆

議
員
か
ら
「
結
果
と
し
て
鉄

道
の
廃
止
距
離
は
2
0
0
0
年
か
ら

2
0
2
4
年
4
月
1
日
ま
で
の
24
年
間

で
、
48
線
区
、
1
2
8
9
・
4
㎞
が

な
く
な
っ
た
」
と
、
指
摘
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
東
京
か
ら
北
朝
鮮
・
平
壌
ま
で
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の
国
や
海
を
跨
ぐ
距

離
が
消
失
し
た
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
上

の
約
束
は
悉
く
反
故

に
さ
れ
た
ま
ま
、
今

日
を
迎
え
て
い
る
。

千
回
も
寝
台
列
車

を
利
用
し
た
と
い
う

大
の
鉄
道
オ
タ
ク
・

石
破
首
相
は
「
多
く

の
国
鉄
の
方
が
、
誇

り
を
胸
に
一
生
懸
命

働
い
て
お
ら
れ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
よ
く
承

知
を
し
て
い
る
が
、

ス
ト
と
い
う
も

の
が
国
民
の
広

い
ご
理
解
を
得

ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
時
代
背

景
は
、
よ
く
よ

く
覚
え
て
い

る
。
…
…
」
先

輩
の
決
定
に
責

任
の
持
て
ぬ
、
何
と
も
歯
切

れ
の
悪
い
的
を
得
ぬ
答
弁
。

あ
の
国
労
ス
ト
闘
争
が
激
し

か
っ
た
頃
を
思
い
出
さ
れ

る
。
だ
が
、
今
尚
ロ
ー
カ
ル

線
が
消
え
去
る
勢
い
は
収
ま

ら
な
い
。「
み
ど
り
の
窓
口
」

サ
ー
ビ
ス
も
消
え
た
。
改
め

て
言げ

ん
ち質
と
真
逆
で
、
政
治
公

約
が
信
用
で
き
な
い
結
果
の

ま
ま
、
国
民
不
在
の
政
府
は

そ
の
破
局
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

24
、
鉄
道
が
赤
字

な
の
は
、「
世
界
の

常
識
」

日
本
は
今
日
ま
で
、
6
7
3
中

4
0
0
余
り
の
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
て

き
た
。
J
R
民
営
化
と
い
う
美
名
の

許
、
何
と
既
に
6
割
方
が
消
滅
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
多
く
は
都
市
中
心

の
、
採
算
の
取
れ
る
黒
字
中
央
線
の
み

が
残
っ
た
。
な
ら
ば
、地
方
創
生
と
は
、

何
だ
っ
た
の
か
。
で
は
、
世
界
を
見
て

み
よ
う
。

 

日
本
に
お
け
る
三
大
都
市
圏
の
黒

字
は
、
異
常
な
乗
降
客
多
さ
に
よ
り
、

世
界
で
は
有
り
得
な
い
事
、
特
異
な
現

象
な
の
だ
。

「
ロ
ー
カ
ル
線
が
、
赤
字
な
ら
廃
止
」  

   

は
、″
世
界
の
非
常
識
〟

 「
黒
字
を
出
せ
る
わ
け
が
な
い
」が
、 

″
世
界
の
基
準
〟

人
口
約
9
0
0
万
人
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
さ
え
、
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
「
廃

1987 年に発足したＪＲだが、国鉄を崩壊に導い
た「経営上の矛盾」を、今もなお抱えたままだ　
Photo:JIJI（https://ameblo.jp/hoseiyakyuubukenkyuu）

出典：https://www.nhk.or.jp/

https://www.nikkansports.com/

https://jbpress.ismedia.jp/
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止
論
」
が
皆
無
な
の
は
何
故
か
。「
公

共
交
通
」
と
い
う
名
前
が
示
す
通
り
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
欧
州
の
国
々
で
は

鉄
道
や
バ
ス
は
「
公
共
の
」
乗
り

物
で
あ
る
と
の
考
え
方
。
ち
ょ
う
ど
、

道
路
が
公
共
の
も
の
で
あ
り
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
限
り
誰
し
も
が
自
由
に

使
え
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
鉄
道
や
バ

ス
も
き
っ
ぷ
を
正
し
く
買
っ
て
乗
る
限

り
、
誰
し
も
が
自
由
に
使
え
る
。

 25
、「
上
下
分
離
方
式
」
で

「
里
山
資
本
主
義
」
の
藻
谷
浩
介
氏

は
、
現
在
の
鉄
道
廃
止
の
趨
勢
に
疑
問

を
投
げ
か
け
て
お
ら
れ
る
。

● 

ど
う
し
て
「
鉄
道
だ
け

が
赤
字
な
ら
ば
、
廃
線
の
異

論
に
な
る
の
？
」
と
い
う
問

い
に
、

「
そ
れ
な
ら
、
北
海
道
は
新

幹
線
を
含
め
、
全
線
で
赤
字
だ

か
ら
廃
止
す
べ
き
と
な
る
。

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
は
〈
ガ

ソ
リ
ン
税
〉を
鉄
道
に
回
し
、

「
上
下
分
離
方
式
」
で
維
持

す
べ
き
だ
。

世
界
の
常
識
は
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
は
税
金
で
整
備
し
、
維
持
す
る
。

旅
客
鉄
道
は
、
路
盤
を
税
金
で
整
備

し
、
そ
こ
に
民
間
企
業
が
列
車
を
運
行

さ
せ
る
「
上
下
分
離
」
が
普
通
」
だ

と
主
張
。
日
本
で
も
、

1
、
道
路
は
ガ
ソ
リ
ン
税
で
維
持
管
理

2
、
空
港
の
滑
走
路
は
自
治
体
所
有
、

3
、
港
湾
も
岸
壁
は
自
治
体
所
有

26
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
に
黒
字

を
求
め
る
は
ナ
ン
セ
ン
ス

● 

鉄
道
の
存
廃
に
つ
い
て
「
1
0
0

円
稼
ぐ
の
に
2
万
4
0
0
0
円
か

か
る
よ
う
な
赤
字
線
は
廃
止
せ
よ
」。

こ
の
話
し
合
い
は
、
利
害
関
係
者
は

自
治
体
と
鉄
道
事
業
者
だ
け
。
ガ
ソ
リ

ン
税
を
徴
収
し
て
い
る
国
が
入
っ
て
い

な
い
。

交
通
に
限
ら
ず
、
イ
ン
フ
ラ
と
い
う

も
の
は
、
世
界
各
国
共
通
で
、
何
ら
か

の
形
で
税
金
を
投
入
し
な
い
限
り
、
黒

字
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
求
め
る
の

は
ナ
ン
セ
ン
ス
。

典
型
が
上
下
水
道
で
、
徴
収
さ
れ

た
料
金
で
黒
字
に
な
る
こ
と
は
な
い

が
、
廃
止
は
さ
れ
な
い
。
ご
み
焼
却

場
、
火
葬
場
、
公
共
ホ
ー
ル
、

ス
タ
ジ
ア
ム
、
病
院
、
学
校
、

保
育
園
、
こ
れ
ら
も
全
部
同
じ
。

27
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
税

収
を
増
や
す

京
都
大
学
教
授
で
経
済
学
者
の
藤
井

聰
氏
は
、
自
著
『
超
イ
ン
フ
ラ
論
』
の

中
で
、
あ
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
も
カ
ー

ル
・
マ
ル
ク
ス
も
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
が

経
済
に
も
た
ら
す
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

で
あ
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
論
じ
て
い

る
。

画像出典：https://toyokeizai.net/

出典：https://www.nikkei.com/

新日本出版社「資本論」 超インフラ論 （藤井聡著 PHP 新書 )
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「
日
本
の
高
速
道
路
網
は
先
進
国
中

最
下
位
」　

「
公
共
事
業
費
は
5
倍
に
な
っ
て

G
D
P
に
反
映
さ
れ
る
」

「
デ
フ
レ
期
に
お
い
て
は
、
イ
ン
フ

ラ
投
資
で
税
収
増
が
期
待
で
き
る
」

と
の
地
方
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
指

摘
す
る
。

鉄
道
以
外
の
、
滑
走
路
の
建
設
を
自

前
で
求
め
ら
れ
れ
ば
航
空
会
社
は
消
滅

す
る
。
空
港
も
旅
客
用
の
港
湾
施
設
も

そ
れ
ぞ
れ
国
民
の
一
部
し
か
使
わ
な
い

施
設
。
さ
ら
に
国
立
大
学
の
学
生
は
国

民
の
1
%
も
い
な
い
が
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
維
持
費
や
人
件
費
に
国
費
が
投
入

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
廃
止
す
べ
き
と
い
う
意
見

は
出
な
い
。
ど
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
を
ど
れ
く
ら
い
残
し
て
使
う

の
か
と
い
う
判
断
の
基
準
は
、

赤
字
か
黒
字
か
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
、

J
R
北
海
道

に
は
黒
字
の

路
線
が
1
路

線
も
な
い
。

し
か
し
人
口

3
0
0
万
人
近
い
札

幌
都
市
圏
で
の
通
勤

通
学
や
、
新
千
歳
空

港
か
ら
札
幌
市
な
ど

へ
の
旅
行
者
・
出
張

者
の
移
動
は
、
札
幌

駅
か
ら
4
方
向
に
走

る
J
R
の
輸
送
に
深

く
依
存
し
て
い
る
。

J
R
が
な
け
れ
ば
、

渋
滞
が
常
態
化
し
、

冬
場
を
中
心
に
交
通

事
故
も
急
増
す
る
で

し
ょ
う
。「
赤
字
で

も
必
要
な
路
線
」
は
、
欧
米
だ
け

で
な
く
日
本
に
も
当
た
り
前
に
存

在
す
る
。

　

道
路
の
総
延
長
と
鉄
道
の
総
延
長
で

は
、
1
／
39
短
い
。
し
か
も
鉄
道
は
、

路
面
の
面
積
が
小
さ
い
。
複
線
で
2

車
線
道
路
、
単
線
な
ら
1
車
線
道
路
に

し
か
該
当
せ
ず
、
道
路
の
路
面
全
体
を

舗
装
し
直
す
の
に
比
べ
れ
ば
、
保
守
の

手
間
や
費
用
は
軽
微
で
済
む
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
こ
と
で
、
ガ

ソ
リ
ン
税
の
数
%
を
回
す
だ
け
で

も
維
持
補
修
は
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

出典：https://dhbr.diamond.jp/

画像出典：国土交通省 HP より

画像出典：https://x.com/ZurichJapan
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28
、
国
際
的
視
点
を
持
つ

Q
：
国
土
交
通
省
道
路
局
は
ガ
ソ
リ
ン

税
を
鉄
道
に
回
し
て
く
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

A
：
小
泉
内
閣
以
降
、
ガ
ソ
リ
ン
税
は

一
部
が
厚
生
労
働
省
の
福
祉
財
源
に
も

回
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お

か
し
な
話
で
、
こ
の
税
は
ま
ず
は
、

鉄
道
を
含
む
交
通
分
野
に
使
わ
れ

る
べ
き
で
す
。

Q
：
そ
の
た
め
に
は
国
策
的
観
点
か
ら

理
解
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
：
国
策
的
観
点
と
し
て
主
要
な
も
の

は
、

① 

自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
利

用
者
の
誘
導

② 

貨
物
輸
送
の
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄

道
へ
の
移
行
促
進
（
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
）

③ 

経
路
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー（
余
剰
）、

リ
ザ
ー
ブ
（
予
備
）
確
保

④ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

⑤ 

ロ
シ
ア
対
応

―
―
の
5
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

① 

は
、
自
家
用
車
の
運
転
時
は
、
公

共
交
通
利
用
時
に
比
べ
、
た
と
え

ば
P
C
や
ス
マ
ホ
が
利
用
で
き
ず
、

睡
眠
も
で
き
な
い
な
ど
と
い
う
個

人
が
意
識
し
な
い
社
会
的
費
用
の

大
き
さ
に
鑑
み
、
公
共
交
通
へ
の

利
用
者
シ
フ
ト
を
少
し
で
も
進
め

る
こ
と
が
国
策
上
重
要
で
は
な
い

か
と
い
う
観
点
。

② 

は
、
世
界
的
な
C
O
2
排
出

抑
制
の
要
請
に
加
え
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
ド

ラ
イ
バ
ー
の
人
手
不
足
の
深

刻
化
、
燃
料
代
の
長
期
的
な

高
騰
も
あ
り
、
民
間
企
業
で

あ
る
J
R
貨
物
だ
け
の
努
力

に
任
せ
ず
に
、
国
策
的
に
推

進
し
直
す
べ
き
だ
と
の
機
運

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
い

う
観
点
。

③ 
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
で
幹

線
が
麻
痺
し
た
際
に
、
ロ
ー

カ
ル
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
効
果
を
発
揮

す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
と
え
ば
東
日
本
大
震

災
の
後
に
は
、
新
潟
と
郡
山
を
結

ぶ
磐
越
西
線
が
貨
物
輸
送
路
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
②
の
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
（
ト
ラ
ッ
ク
等
の
自
動

車
で
行
わ
れ
て
い
る
貨
物
輸
送
を
環
境

負
荷
の
小
さ
い
鉄
道
や
船
舶
の
利
用
へ

と
転
換
す
る
こ
と
）
を
真
剣
に
進
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
強
化
に

出典：https://ecnomikata.com/

出典：https://www.fukushima-sekisho.net/

https://funeco.jp/
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よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
動
線
の
確
保

が
重
要
に
な
る
。

④ 

は
、「
鉄
道
に
乗
る
こ
と
自
体
が
、

多
く
の
国
で
は
観
光
資
源
と
認
知

さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に
由
来
す
る

論
点
。
世
界
で
は
、
移
動
の
過
程

そ
の
も
の
を
観
光
資
源
と
し
て
活

か
す
ス
タ
イ
ル
が
普
通
に
存
在
し

ま
す
。
ク
ル
ー
ズ
船
し
か
り
、
大

陸
横
断
列
車
し
か
り
、
観
光
保
存

鉄
道
し
か
り
、
時
間
を
贅
沢
に
か

け
、
時
に
停
ま
り
、
景
色
を
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
む
こ
と
が
魅
力
と

な
っ
て
い
る
。

⑤ 

は
、
逆
に
い
え
ば
、
せ
っ
か
く
存

在
し
て
い
た
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
て

し
ま
っ
た
た
め
に
、
優
れ
た
景
観

を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
来
訪
の
波
が
及
ん
で
い
な

い
地
域
も
あ
る
の
は
残
念
で
す
。

特
に
北
海
道
に
は
、
旧
天
北
線
、

羽
幌
線
、
名
寄
線
、
標
津
線
、
池

北
線
、
士
幌
線
、
広
尾
線
、
日
高
線
、

胆
振
線
な
ど
、
残
っ
て
い
た
ら
高

く
評
価
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
例
が
い

く
つ
も
あ
る
。
つ
い
最
近
の
廃
止

事
例
で
あ
る
日
高
線
な
ど
に
つ
い

て
は
、
維
持
を
北
海
道
だ
け
の
判

断
に
任
せ
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振

興
と
い
う
国
策
的
な
観
点
か
ら
対

処
を
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
。

⑥ 

の
ロ
シ
ア
対
応
と
い
う
の
は
、
以

上
に
比
し
て
さ
ら
に
特
殊
な
観
点

で
す
が
、
北
海
道
東
北
部
の
J
R

線
の
存
否
を
北
海
道
だ
け
の
負
担

と
判
断
で
決
め
て
い
い
の
か
、
と

い
う
問
い
か
け
。
稚
内
や
根
室
へ

の
鉄
路
の
廃
止
が
、
対
岸
の
ロ
シ

ア
に
ど
う
い
う
サ
イ
ン
を
与
え
か

ね
な
い
か
、
真
摯
に
考
え
て
判
断

す
べ
き
と
い
う
こ
と
。
対
ロ
シ
ア

の
国
境
地
帯
で
あ
る
、
宗
谷
海
峡

や
北
方
領
土
の
真
向
か
い
の
地
域

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、何
の
「
国

土
防
衛
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

日
露
戦
争
の
日
本
海
海
戦
に
お
い

て
、
日
本
海
軍
に
と
っ
て
は
ロ
シ

ア
の
艦
隊
が
対
馬
海
峡
に
現
れ
る

の
か
、
迂
回
し
て
太
平
洋
上
を
進

ん
で
く
る
の
か
、
早
期
発
見
が
勝

敗
を
分
け
る
と
踏
ん
で
い
た
。

　
　
そ
れ
を
確
認
し
て
、
直
ち
に
日
本

海
軍
に
知
ら
せ
た
の
は
、
離
島
の

先進地日立市鹿島鉄道でも地価が15%～30%以上さがり、
人口も減少している。（画像出典：https://toyokeizai.net/）

住
民
で
あ
る
漁
師
た
ち
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
、
日
本
国
に
勝
利
を
も
た

ら
し
た
。

　
　

し
か
し
、
J
R
の
赤
字
路
線
を

廃
止
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
境
の

辺
地
に
日
本
国
民
が
居
住
し
続
け

る
こ
と
を
確
保
で
き
る
は
ず
も
な

い
。
赤
字
の
地
方
の
鉄
路
を
簡
単

に
配
慮
も
せ
ず
に
廃
止
し
た
の
は

早
計
で
あ
っ
た
。
国
外
的
視
野
、

脅
威
と
抑
止
力
が
欠
落
し
て
は

な
ら
な
い
。

出典：https://www.sankei.com/

https://funeco.jp/

7



1
、 

鉄
道
事
業
法

第
28
条
（
事
業
の
休
廃
止
）

・
鉄
道
事
業
者
が
路
線
を
廃
止
す
る

場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認

可
が
必
要
。

・
地
域
住
民
や
自
治
体
が
廃
止
に
反

対
す
る
場
合
は
、
こ
の
認
可
手
続

き
の
中
で
意
見
を
述
べ
た
り
、
反

対
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
第
59
条
（
事
業
許
可
に
基
づ
く
権
利

の
保
護
）

・
鉄
道
事
業
者
に
は
許
可
に
基
づ
く

営
業
権
が
あ
り
、
住
民
側
が
「
既

得
権
」
と
し
て
鉄
道
存
続
を
求
め

る
場
合
に
は
、
鉄
道
事
業
者
の
義

務
と
権
利
に
関
す
る
法
的
主
張
と

対
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

2
、
行
政
手
続
法

第
35
条
（
意
見
提
出
手
続
） 

・
廃
止
に
関
す
る
行
政
処
分
に
お
い

て
、
関
係
者
（
住
民
や
自
治
体
）

は
意
見
陳
述
を
行
う
権
利
が
あ
る
。

・「
既
得
権
」
を
主
張
す
る
場
合
、
地

域
住
民
の
移
動
手
段
の
維
持
や
生

活
権
の
侵
害
を
理
由
に
意
見
を
提

出
で
き
る
。

 
3
、
憲
法

第
29
条
（
財
産
権
の
保
障
） 

・
廃
線
に
よ
る
影
響
で
沿
線
住
民
や

事
業
者
の
財
産
的
利
益
が
損
な
わ

れ
る
場
合
に
は
、
財
産
権
を
根
拠

に
「
既
得
権
」
を
主
張
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

第
13
条
（
幸
福
追

求
権
） 

・
廃
線
に
よ
っ
て

公
共
交
通
の
利

便
性
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
で
、
住
民
の
生
活
の
質
が

低
下
す
る
場
合
に
は
、
幸
福
追
求
権

を
根
拠
に
反
対
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

 

4
、
民
法

第
1
条
（
基
本
原
則
） 

・
信
義
則
（
1
条
2
項
）
に
基
づ
き
、

「
住
民
は
公
共
交
通
の
維
持
に
対
す

る
正
当
な
期
待
権
を
有
す
る
」
と

し
て
既
得
権
を
主
張
す
る
場
合
が

あ
る
。

 

補
足

・「
既
得
権
」
と
し
て
法
的
に
明
確
に

定
義
さ
れ
た
権
利
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
鉄
道
の
存
続
を
求
め
る

主
張
は
憲
法
や
行
政
手
続
法
な
ど

を
根
拠
に
間
接
的
に
訴
え
る
形
が

一
般
的
。
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
適
用
条
文
は
異
な
る
。―

こ
こ
ま
で

29
、
函
館
本
線
山
線
の
廃

線
に
反
対
す
る
「
既
得
権
」

と
は主

に
そ
の
鉄
道
線
を
利
用
し
て
き
た

地
域
の
住
民
や
事
業
者
の
権
利
、利
益
、

利
便
性
に
関
す
る
権
利
を
指
す
。
具
体

的
に
は
、
次
の
よ
う
な
側
面
が
あ
る
。

1
、
地
域
住
民
の
交
通
手
段
と
し
て
の

既
得 

：
車
が
普
及
せ
ず
、
高
齢
者

の
多
い
地
域
で
は
鉄
道
が
生
活
の

一
部
と
し
て
機
能
。

2
、
事
業
者
の
依
存
：
沿
線
に
あ
る
鉄

道
の
利
用
客
に
依
存
し
て
い
る
小

売
店
や
観
光
業
な
ど
。

3
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
：
観
光
客

の
減
少
、
物
流
効
率
が
悪
化
し
て
、

地
域
経
済
活
動
に
障
害
。

一
般
的
に
関
連
す
る
法
律
や
条
文
は

以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

8まほろばだより No.5892 25-043 4/4



線
路
と
唱
歌
。

子
供
の
心
を
育
む
の
も
、

大
切
な
乗
り
物
な
の
だ
。

そ
し
て
1
9
0
6
年
大
和

田
建
樹
作
詞
「
汽
笛
一
声
新

橋
を
　
は
や
我
汽
車
は
離
れ

た
り
‥
‥
」
の
鉄
道
唱
歌
。

田
村
虎
蔵
作
曲
・
北
海
道
篇
南
の

巻
18
番
は
、「
鑛こ
う
ざ
ん山
名
た
か
き
然し
か
り
べ
つ別

　

林り
ん
ご檎
の
實み

の
る
餘よ
い
ち市
村
　
夕
風
さ
む

く
秋
ふ
け
て
　
紅
な
ら
ぬ
枝
も
な
し
」

と
、
当
時
の
然
別
鉱
山
や
余
市
リ
ン
ゴ

の
盛
ん
な
る
を
思
い
偲し
の

ば
れ
る
。

明
治
草
創
の
先
人
の
労
を
追
憶
し
た

り
、
と
情
緒
情
操
を
涵か
ん
よ
う養
す
る
に
は
、

本
物
の
鉄
道
は
必
要
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
鉄
道
廃
線
の
歴
史
は
、
細
密

詳
細
に
、
憲
法
や
民
法
に
照
ら
し
合
わ

さ
れ
た
事
実
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

実
際
、「
鉄
道
事
業
法
、第
28
条
」《
事

業
の
休
廃
止
に
関
し
て
》
は
、
J
R

北
海
道
が
同
意
し
て
い
る
だ
け
で
、
自

治
体
及
び
沿
線
住
民
は
同
意
し
て
い
な

い
。
つ
ま
り
手
続
き
は
未
だ
完
了
さ
れ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
庶
民
の
我
々

は
、
原
点
に
戻
っ
て
、
問
い
直
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

30
、
郷
愁
も
情
緒
も
、　

ま
た
大
切

「
汽
車
　
汽
車
　
ポ
ッ
ポ
　
ポ
ッ
ポ

シ
ュ
ッ
ポ
　
シ
ュ
ッ
ポ
　
シ
ュ
ッ
ポ
ッ
ポ

ぼ
く
ら
を
の
せ
て
　

シ
ュ
ッ
ポ
　
シ
ュ
ッ

ポ
　
シ
ュ
ッ
ポ
ッ
ポ

‥
‥
‥
」

「
線
路
は
続
く
よ
、
ど

こ
ま
で
も
。
野
を
越
え
、

山
越
え
何
処
ま
で
も

‥
‥
‥
」

郷
愁
と
追

憶
の
汽
車
と

https://dic.pixiv.net/

https://tozaiya.co.jp/

旧然別鉱山（大江鉱山）
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歴
史
上
、
効
率
主
義
は
、
必
ず
破

綻
す
る
。

情
緒
的
な
揺
ら
ぎ
と
安
ら
ぎ
が

な
け
れ
ば
、
物
事
は
長
続
き
し
な

い
。そ

れ
は
、
人
は
み
な
幸
い
を
久
遠
に

求
め
て
い
る
か
ら
だ
。
未
だ
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
を
求
め
て
、
鉄
道
マ
ニ
ア
は
な
く

な
ら
な
い
。

31
、
山
線
「
銀
山
駅
」
に
、

あ
の
寅
さ
ん
も

『
男
は
つ
ら
い
よ
』「
望
郷
篇
」。　

銀
山
駅
で
寅
さ
ん
が
、
汽
車
を
待
っ
て

https://tetsudo-ch.com/

https://www.yoshikawatakaaki.com/

い
る
。
そ
ん
な
侘わ

び

し
い
な
が
ら
も
山
田

洋
次
監
督
が
選
ん
だ
、
な
に
か
風
情
の

あ
る
無
人
駅
に
は
、
功
利
主
義
で
は
計

れ
な
い
山
中
の
雰
囲
気
が
、
今
な
お
あ

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、
こ
う
い
う

名
も
な
い
、
ヒ
ッ
ソ
リ
と
し
た
見
向
き

も
し
な
い
所
こ
そ
穴
場
に
な
っ
て
行
く

の
だ
。
不
思
議
と
日
本
人
が
忘
れ
て
い

た
こ
の
日
本
の
良
さ
を
、
外
国
人
が
嗅

ぎ
分
け
て
来
日
し
、

国
際
空
港
が
賑
わ

う
光
景
に
隔
世
の

感
が
あ
る
の
だ
。

36
、山
線
は
仁
木
の
生ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

命
線

仁
木
町
の
衰
退
は
、
山
線
廃

止
よ
り
始
ま
る
。

こ
れ
は
、
歴
史
の
指
し
示
す
現
実
な

の
だ
。

そ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
保

存
、
温
存
、
継
続
は
、
是
が
非
で

も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

町
民
の
幸
い
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の

子
孫
の
た
め
に
も
、

み
ん
な
で
山
線
継
続
に
声
を
集
め
よ

う
！
！

私
に
は
、
机
や
畑
の
前
を
毎
日
何
十

本
と
通
る
山
線
列
車
の
「
ピ
ー
ッ
」
と

い
う
汽
笛
は
、「
助
け
て
欲
し
い
ー
」

と
の
悲
痛
な
絶
叫
、
訴
え
に
聞
こ
え
て

来
る
の
だ
。

仁
木
駅
➡
然
別
駅
➡
銀
山
駅

を
守
り
ま
し
ょ
う
‼

「まほろば自然農園」横の月見橋（元国道）から、山線の鉄橋と
余市川を望む
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金
融
・
司
法
・
文
化
な
ど
）
と
い
う
３

つ
の
「
社
会
的
共
通
資
本
」（Social 

Com
m
on Capital

）
を
横
に
繋
い
で

護
り
、発
展
さ
せ
る
実
践
哲
学
を
提
唱
。

「
一
つ
の
国
や
特
定
地
域
に
住
む
す
べ

て
の
住
民
が
、
豊
か
で
優
れ
た
経
済
生

活
・
文
化
を
生
み
出
し
、
魅
力
あ
る
社

会
を
持
続
・
安
定
的
に
維
持
可
能
に
す

る
社
会
的
装
置
」
で
あ
り
、
そ
の
赤

字
は
、
人
間
的
・
社
会
的
収
入
よ

り
支
出
が
多
く
な
る
も
是ぜ

と
す
る
。

利
潤
追
求
の
対
象
と
し
て
市
場
に
委

ね
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
新
自
由

主
義
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
、
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

ま
さ
に
、
今
の
こ
の

時
代
の
詰
問
に
、
用
意

さ
れ
た
答
え
で
は
な
か

ろ
う
か
。

日
本
は
、
世
界
に
誇

る
長
い
伝
統
文
化
の
国

家
で
、
古
代
・
中
世
の

み
な
ら
ず
、
近
代
に
お

い
て
全
国
に
網
羅
さ
れ

た
堤
も
水
力
発
電
も
、

そ
し
て
鉄
道
網
も
み
な

他
に
類
例
の
無
き
先
人
の
遺
し
た
伝
統

文
化
の
足
跡
な
の
だ
。
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そ
れ
を
目
先
の
経
済
資
本
の
短
絡
的

価
値
基
準
で
寸
断
し
、
廃
棄
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
明
治
期
、「
廃
仏
毀

釈
」
の
佛
ほ
と
け
を
割
り
捨
て
る
が
如
く
、
昭

和
期
の
道
民
の
願
い
「
北
海
道
百
年
記

念
塔
」
を
易
々
と
撤
去
す
る
如
き
な
の

だ
。
風
車
と
言
い
、
再
エ
ネ
と
言
い
、

そ
し
て
鉄
道
と
言
い
、
み
な
心
の
政

策
判
断
が
要
る
。

「
心
の
経
済
学
」を
実
践
せ
ぬ
限
り
、

町
に
未
来
は
な
い
。
そ
し
て
日
本
に
も

未
来
は
な
い
。

そ
の
心
の
選
択
こ
そ
、
私
達
一
人
ひ

と
り
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

33
、
心
の
経
済
学

こ
の
難
題
に
答
え
を
出
し
た
日
本
が

世
界
に
誇
る
哲
人
経
済
学
者
で
、
文
化

勲
章
受
章
の
故
宇
沢
弘
文
博
士
。
日

本
国
憲
法
制
定
の
草
稿
案
作
成
に
関

わ
っ
た
数
学
者
で
あ
り
、
弟
子
に
ノ
ー

ベ
ル
賞
学
者
を
輩
出
さ
せ
た
「
憲
法
学

の
巨
星
」
で
あ
っ
た
。

経
済
の
衰
退
や
国
民
が
困
窮
す
る
の

は
、
現
在
の
市
場
原
理
・
資
本
主
義
で

あ
る
換
金
思
想
が
元
凶
で
あ
り
、
そ
こ

よ
り
脱
却
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、と
説
く
。

自
然
環
境（
山
・
水
・
土
壌
・
大
気
な
ど
）、

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
（
道
・
橋
・

電
力
・
鉄
道
な
ど
）、
制
度
資

本
（
教
育
・
医
療
・ 画像出典：https://www.nikkei.com/

https://umimosuki623.blog.fc2.com/ https://x.com/yamagasuki207
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